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補足－1【設計及び工事計画変更認可申請における 

適用条文等の整理について】 

（改１０） 
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補 1－1 

設計及び工事計画変更認可申請における適用条文等の整理について 

 

1. 概 要 

 今回，東海第二発電所の原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタの一部について設置場所

を変更するため，設計及び工事の計画の変更認可申請を行う。 

本資料では，「核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律」に基づく当該手続き

を行うにあたり，申請対象が適用を受ける「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に

関する規則」の条文を整理するとともに，適合性の確認が必要となる条文を明確にする。 

 

2. 適用条文の整理結果 

 本設計及び工事の計画の申請対象である原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタの適用条

文は，下表及び補足-5並びに添付書類に示すとおり。 

 

【申請対象】 

・ 計測制御系統施設 

7 工学的安全施設等の起動信号 

7.3 原子炉建屋ガス処理系 

 ・常設 

  a. 原子炉建屋放射能高 

・ 放射線管理施設 

1 放射線管理用計測装置 

(1) プロセスモニタリング設備 

ハ 放射性物質により汚染するおそれがある管理区域から環境に放出する排水中又

は排気中の放射性物質濃度を計測する装置 

・常設 

 d. 原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタ 

 

【凡例】 

○：適用条文であり，今回の申請で適合性を確認する必要がある条文 

△：適用条文であるが，既に適合性が確認されている条文，又は工事計画に係る内容に影

響を受けないことが明確に確認できる条文 

×：適用を受けない条文 
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補 1－2 

（１） 計測制御系統施設 

今回の申請対象は重大事故等対処施設（以下「SA」という。）ではないため，SAへの基準適

合を要求する条文である第 49条～第 78条には該当しない。 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第 ４ 条 

設計基準対象施設の地盤
× 

今回の放射線モニタの改造では，設置床高さ及び原子炉建屋付

属棟の重量に変更はなく，平成 30 年 10 月 18 日付け原規規発

第 1810181 号にて認可された工事の計画（以下「既工事計画」

という。）で確認された設計基準対象施設の地盤に係る設計に

変更がないことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類１）

第 ５ 条 

地震による損傷の防止 
△ 

今回の放射線モニタの改造では，「実用発電用原子炉及びその

附属設備の技術基準に関する規則の一部改正（平成 30年 6月 8

日，以下同様）」に定める耐震に係る設計を変更するものではな

い。また，地震による損傷の防止に関する基本設計方針につい

ても変更がないことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類２）

第 ６ 条 

津波による損傷の防止 
△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた津波による損傷の防止

に関する設計への影響を確認する必要があるが，入力津波に変

更はなく，津波による損傷防止が図られた原子炉建屋内の改造

であり既工事計画で確認された設計を変更するものではない。

また，津波による損傷の防止に関する基本設計方針についても

変更がないことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類３）
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補 1－3 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第 ７ 条 

外部からの衝撃による損

傷の防止 

△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた外部からの衝撃による

損傷の防止に関する設計への影響を確認する必要があるが，系

統構成に変更はなく，外部からの衝撃による損傷防止が図られ

た原子炉建屋内の改造であることから，既工事計画において確

認された想定される自然現象及び人為事象や防護する設計を

変更するものではない。また，外部からの衝撃による損傷の防

止に関する基本設計方針についても変更がないことから，審査

対象条文とならない。 

（添付書類４）

第 ８ 条 

立ち入りの防止 
× 

今回の放射線モニタの改造では，立ち入りの防止に係る設備に

該当しないため，審査対象条文とならない。 

第 ９ 条 

発電用原子炉施設への人

の不法な侵入等の防止 

× 
今回の放射線モニタの改造では，人の不法な侵入等の防止に係

る設備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第１０条 

急傾斜地の崩壊の防止 
× 

東海第二発電所において急傾斜地崩壊危険区域に指定された

箇所はないため，審査対象条文とならない。 

第１１条 

火災による損傷の防止 
△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた火災による損傷の防止

に関する設計への影響を確認する必要があるが，系統構成に変

更はなく，既工事計画で確認された火災防護を行う機器等の選

定並びに火災区域及び火災区画の設定，火災発生防止に係る設

計，火災の感知及び消火に係る設計，火災の影響軽減対策に係

る設計，その他の内部火災に係る防護の設計を変更するもので

はない。また，火災による損傷の防止に関する基本設計方針に

ついても変更がないことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類５）
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補 1－4 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第１２条 

発電用原子炉施設内にお

ける溢水等による損傷の

防止 

○ 

今回の放射線モニタの改造では，原子炉建屋換気系（ダクト）

放射線モニタ（検出器）の配置を異なる溢水防護区画に変更す

ることから，既工事計画で確認された溢水防護対象設備の選

定，溢水源，溢水量，溢水防護区画及び溢水経路の設定，溢水

防護対象設備に関する溢水評価及び防護設計，その他の溢水防

護設計に影響がないこと（適合していること）を確認する必要

があるため，変更の工事の内容（本申請内容）に関連し，審査

対象条文とする。 

（添付書類６）

第１３条 

安全避難通路等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，当該設備の配置の変更がある

が，安全避難通路等に変更がないため，審査対象条文とならな

い。 

第１４条 

安全設備 
△ 

今回の放射線モニタの改造により，安全設備に関する設計への

影響を確認する必要があるが，改造箇所は原子炉建屋換気系

（ダクト）放射線モニタ（検出器）の原子炉建屋付属棟内での

配置の変更であり，既工事計画で確認された設計基準事故時に

想定される環境条件に変更がないことから，審査対象条文とな

らない。 

（添付書類７）

第１５条 

設計基準対象施設の機能
△ 

今回の放射線モニタの改造により，設計基準対象施設の機能へ

の影響を確認する必要があるが，今回の改造により他発電所と

の共用する設備はなく， 既工事計画で確認された保守点検及

び飛散物による損傷防護に係る基本設計方針に変更がないこ

とから，審査対象条文とならない。 

（添付書類８）

第１６条 

全交流動力電源喪失対策

設備 

× 
今回の放射線モニタの改造では，全交流動力電源喪失対策設備

に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第１７条 

材料及び構造 
× 

今回の放射線モニタの改造では，材料及び構造に係る設備に該

当しないため，審査対象条文とならない。 
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補 1－5 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第１８条 

使用中の亀裂等による破

壊の防止 

× 維持基準であることから，審査対象条文とならない。 

第１９条 

流体振動等による損傷の

防止 

× 
今回の放射線モニタの改造では，流体振動等による損傷の防止

に係る設備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２０条 

安全弁等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，安全弁等に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第２１条 

耐圧試験等 
× 

施設時基準又は維持基準であることから，審査対象条文となら

ない。 

第２２条 

監視試験片 
× 

容器の中性子照射による劣化に対する要求であり，対象設備は

本条文の適用を受ける設備ではないため，審査対象条文となら

ない。 

第２３条 

炉心等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，炉心等に該当しないため，審

査対象条文とならない。 

第２４条 

熱遮蔽材 
× 

今回の放射線モニタの改造では，熱遮蔽材に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第２５条 

一次冷却材 
× 

今回の放射線モニタの改造では，一次冷却材に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第２６条 

燃料取扱設備及び燃料貯

蔵設備 

× 
今回の放射線モニタの改造では，燃料取扱設備及び燃料貯蔵設

備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２７条 

原子炉冷却材圧力バウン

ダリ 

× 
今回の放射線モニタの改造では，原子炉冷却材圧力バウンダリ

に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２８条 

原子炉冷却材圧力バウン

ダリの隔離装置等 

× 
今回の放射線モニタの改造では，原子炉冷却材圧力バウンダリ

の隔離装置等に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２９条 

一次冷却材処理装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，一次冷却材処理装置に該当し

ないため，審査対象条文とならない。 

第３０条 

逆止め弁 
× 

今回の放射線モニタの改造では，逆止め弁に該当しないため，

審査対象条文とならない。 
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補 1－6 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第３１条 

蒸気タービン 
× 

今回の放射線モニタの改造では，蒸気タービンに該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第３２条 

非常用炉心冷却設備 
× 

今回の放射線モニタの改造では，非常用炉心冷却設備に該当し

ないため，審査対象条文とならない。 

第３３条 

循環設備等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，循環設備等に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第３４条 

計測装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，計測装置に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第３５条 

安全保護装置 
△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた安全保護装置に関する

設計への影響を確認する必要があるが，原子炉建屋ガス処理系

を自動的に作動させる安全保護装置の機能に変更がなく，既工

事計画において確認された設計を変更するものではない。ま

た，安全保護装置に関する基本設計方針についても変更がない

ことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類９）

第３６条 

反応度制御系統及び原子

炉停止系統 

× 
今回の放射線モニタの改造では，反応度制御系統及び原子炉停

止系統に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第３７条 

制御材駆動装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，制御材駆動装置に該当しない

ため，審査対象条文とならない。 

第３８条 

原子炉制御室等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，原子炉制御室等に該当しない

ため，審査対象条文とならない。 

第３９条 

廃棄物処理設備等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，廃棄物処理設備等に該当しな

いため，審査対象条文とならない。 

第４０条 

廃棄物貯蔵設備等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，廃棄物貯蔵設備等に該当しな

いため，審査対象条文とならない。 

第４１条 

放射性物質による汚染の

防止 

× 

今回の放射線モニタの改造では，放射性物質による汚染の防止

が適用される設備に該当しないため，審査対象条文とならな

い。 

第４２条 

生体遮蔽等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，生体遮蔽等に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 
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補 1－7 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第４３条 

換気設備 
× 

今回の放射線モニタの改造では，換気設備に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第４４条 

原子炉格納施設 
× 

今回の放射線モニタの改造では，原子炉格納施設に該当しない

ため，審査対象条文とならない。 

第４５条 

保安電源設備 
× 

今回の放射線モニタの改造では，保安電源設備に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第４６条 

緊急時対策所 
× 

今回の放射線モニタの改造では，緊急時対策所に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第４７条 

警報装置等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，警報装置等に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第４８条 

準用 
× 

今回の放射線モニタの改造では，補助ボイラ，電気設備等の準

用が適用される設備に該当しないため，審査対象条文とならな

い。 
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補 1－8 

（２） 放射線管理施設 

今回の申請対象は重大事故等対処施設（以下「SA」という。）ではないため，SAへの基準適

合を要求する条文である第 49条～第 78条には該当しない。 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第 ４ 条 

設計基準対象施設の地盤
× 

今回の放射線モニタの改造では，設置床高さ及び原子炉建屋

付属棟の重量に変更はなく，平成 30 年 10月 18 日付け原規規

発第 1810181 号にて認可された工事の計画（以下「既工事計

画」という。）で確認された設計基準対象施設の地盤に係る設

計に変更がないことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類１）

第 ５ 条 

地震による損傷の防止 
△ 

今回の放射線モニタの改造では，「実用発電用原子炉及びその

附属設備の技術基準に関する規則の一部改正」に定める耐震

に係る設計を変更するものではない。また，地震による損傷の

防止に関する基本設計方針についても変更がないことから，

審査対象条文とならない。 

（添付書類２）

第 ６ 条 

津波による損傷の防止 
△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた津波による損傷の防止

に関する設計への影響を確認する必要があるが，入力津波に

変更はなく，津波による損傷防止が図られた原子炉建屋内の

改造であり既工事計画で確認された設計を変更するものでは

ない。また，津波による損傷の防止に関する基本設計方針につ

いても変更がないことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類３）

第 ７ 条 

外部からの衝撃による損

傷の防止 

△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた外部からの衝撃による

損傷の防止に関する設計への影響を確認する必要があるが，

系統構成に変更はなく，外部からの衝撃による損傷防止が図

られた原子炉建屋内の改造であることから，既工事計画にお

いて確認された想定される自然現象及び人為事象や防護する

設計を変更するものではない。また，外部からの衝撃による損

傷の防止に関する基本設計方針についても変更がないことか

ら，審査対象条文とならない。 

（添付書類４）

10



補 1－9 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第 ８ 条 

立ち入りの防止 
× 

今回の放射線モニタの改造では，立ち入りの防止に係る設備

に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第 ９ 条 

発電用原子炉施設への人

の不法な侵入等の防止 

× 
今回の放射線モニタの改造では，人の不法な侵入等の防止に

係る設備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第１０条 

急傾斜地の崩壊の防止 
× 

東海第二発電所において急傾斜地崩壊危険区域に指定された

箇所はないため，審査対象条文とならない。 

第１１条 

火災による損傷の防止 
△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた火災による損傷の防止

に関する設計への影響を確認する必要があるが，系統構成に

変更はなく，既工事計画で確認された火災防護を行う機器等

の選定並びに火災区域及び火災区画の設定，火災発生防止に

係る設計，火災の感知及び消火に係る設計，火災の影響軽減対

策に係る設計，その他の内部火災に係る防護の設計を変更す

るものではない。また，火災による損傷の防止に関する基本設

計方針についても変更がないことから，審査対象条文となら

ない。 

（添付書類５）

第１２条 

発電用原子炉施設内にお

ける溢水等による損傷の

防止 

○ 

今回の放射線モニタの改造では，原子炉建屋換気系（ダクト）

放射線モニタ（検出器）の配置を異なる溢水防護区画に変更す

ることから，既工事計画で確認された溢水防護対象設備の選

定，溢水源，溢水量，溢水防護区画及び溢水経路の設定，溢水

防護対象設備に関する溢水評価及び防護設計，その他の溢水

防護設計に影響がないこと（適合していること）を確認する必

要があるため，変更の工事の内容（本申請内容）に関連し，審

査対象条文とする。 

（添付書類６）

第１３条 

安全避難通路等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，当該設備の配置の変更があ

るが，安全避難通路等に変更がないため，審査対象条文となら

ない。 
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補 1－10 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第１４条 

安全設備 
△ 

今回の放射線モニタの改造により，安全設備に関する設計へ

の影響を確認する必要があるが，改造箇所は原子炉建屋換気

系（ダクト）放射線モニタ（検出器）の原子炉建屋付属棟内で

の配置の変更であり，既工事計画で確認された設計基準事故

時に想定される環境条件に変更がないことから，審査対象条

文とならない。 

（添付書類７）

第１５条 

設計基準対象施設の機能
△ 

今回の放射線モニタの改造により，設計基準対象施設の機能

への影響を確認する必要があるが，今回の改造により他発電

所との共用する設備はなく， 既工事計画で確認された保守点

検及び飛散物による損傷防護に係る基本設計方針に変更がな

いことから，審査対象条文とならない。 

（添付書類８）

第１６条 

全交流動力電源喪失対策

設備 

× 
今回の放射線モニタの改造では，全交流動力電源喪失対策設

備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第１７条 

材料及び構造 
× 

今回の放射線モニタの改造では，材料及び構造に係る設備に

該当しないため，審査対象条文とならない。 

第１８条 

使用中の亀裂等による破

壊の防止 

× 維持基準であることから，審査対象条文とならない。 

第１９条 

流体振動等による損傷の

防止 

× 
今回の放射線モニタの改造では，流体振動等による損傷の防

止に係る設備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２０条 

安全弁等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，安全弁等に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第２１条 

耐圧試験等 
× 

施設時基準又は維持基準であることから，審査対象条文とな

らない。 

第２２条 

監視試験片 
× 

容器の中性子照射による劣化に対する要求であり，対象設備

は本条文の適用を受ける設備ではないため，審査対象条文と

ならない。 
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補 1－11 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第２３条 

炉心等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，炉心等に該当しないため，審

査対象条文とならない。 

第２４条 

熱遮蔽材 
× 

今回の放射線モニタの改造では，熱遮蔽材に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第２５条 

一次冷却材 
× 

今回の放射線モニタの改造では，一次冷却材に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第２６条 

燃料取扱設備及び燃料貯

蔵設備 

× 
今回の放射線モニタの改造では，燃料取扱設備及び燃料貯蔵

設備に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２７条 

原子炉冷却材圧力バウン

ダリ 

× 
今回の放射線モニタの改造では，原子炉冷却材圧力バウンダ

リに該当しないため，審査対象条文とならない。 

第２８条 

原子炉冷却材圧力バウン

ダリの隔離装置等 

× 
今回の放射線モニタの改造では，原子炉冷却材圧力バウンダ

リの隔離装置等に該当しないため，審査対象条文とならない。

第２９条 

一次冷却材処理装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，一次冷却材処理装置に該当

しないため，審査対象条文とならない。 

第３０条 

逆止め弁 
× 

今回の放射線モニタの改造では，逆止め弁に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第３１条 

蒸気タービン 
× 

今回の放射線モニタの改造では，蒸気タービンに該当しない

ため，審査対象条文とならない。 

第３２条 

非常用炉心冷却設備 
× 

今回の放射線モニタの改造では，非常用炉心冷却設備に該当

しないため，審査対象条文とならない。 

第３３条 

循環設備等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，循環設備等に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第３４条 

計測装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，計測装置に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第３５条 

安全保護装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，安全保護装置に該当しない

ため，審査対象条文とならない。 
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補 1－12 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第３６条 

反応度制御系統及び原子

炉停止系統 

× 
今回の放射線モニタの改造では，反応度制御系統及び原子炉

停止系統に該当しないため，審査対象条文とならない。 

第３７条 

制御材駆動装置 
× 

今回の放射線モニタの改造では，制御材駆動装置に該当しな

いため，審査対象条文とならない。 

第３８条 

原子炉制御室等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，原子炉制御室等に該当しな

いため，審査対象条文とならない。 

第３９条 

廃棄物処理設備等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，廃棄物処理設備等に該当し

ないため，審査対象条文とならない。 

第４０条 

廃棄物貯蔵設備等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，廃棄物貯蔵設備等に該当し

ないため，審査対象条文とならない。 

第４１条 

放射性物質による汚染の

防止 

× 

今回の放射線モニタの改造では，放射性物質による汚染の防

止が適用される設備に該当しないため，審査対象条文となら

ない。 

第４２条 

生体遮蔽等 
× 

今回の放射線モニタの改造では，生体遮蔽等に該当しないた

め，審査対象条文とならない。 

第４３条 

換気設備 
× 

今回の放射線モニタの改造では，換気設備に該当しないため，

審査対象条文とならない。 

第４４条 

原子炉格納施設 
× 

今回の放射線モニタの改造では，原子炉格納施設に該当しな

いため，審査対象条文とならない。 

第４５条 

保安電源設備 
× 

今回の放射線モニタの改造では，保安電源設備に該当しない

ため，審査対象条文とならない。 

第４６条 

緊急時対策所 
× 

今回の放射線モニタの改造では，緊急時対策所に該当しない

ため，審査対象条文とならない。 
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補 1－13 

技術基準規則 
要否

判断
理 由 

設計基準対象施設 

第４７条 

警報装置等 
△ 

今回の放射線モニタの改造を踏まえた警報装置等に関する設

計への影響を確認する必要があるが，原子炉建屋放射能高の

警報装置の構成に変更はなく，既工事計画で確認された設計

を変更するものではない。また，警報装置等に関する基本設計

方針についても変更がないことから，審査対象条文とならな

い。 

（添付書類１０）

第４８条 

準用 
× 

今回の放射線モニタの改造では，補助ボイラ，電気設備等の準

用が適用される設備に該当しないため，審査対象条文となら

ない。 
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技術基準規則と設計及び工事計画変更認可申請書の添付書類との紐付き表

技術基準
変更有無

設備の抽出

第4条 設計基準対象施設の地盤 ○ ○ → ○ → → 第4条 設計基準対象施設の地盤

耐震性に関する説明書 原子炉格納施設の基礎に関す
る説明書及びその基礎の状況
を明示した図面

排気筒の基礎に関する説明書
及びその基礎の状況を明示し
た図面（自立型のものに限
る。）

第5条 地震による損傷の防止 ○ ○ → ○ → → 第5条 地震による損傷の防止

発電用原子炉施設の自然現象
等による損傷の防止に関する
説明書

耐震性に関する説明書 原子炉本体の基礎に関する説
明書及びその基礎の状況を明
示した図面

蒸気発生器及び蒸気タービン
の基礎に関する説明書及びそ
の基礎の状況を明示した図面

原子炉格納施設の基礎に関す
る説明書及びその基礎の状況
を明示した図面

排気筒の基礎に関する説明書
及びその基礎の状況を明示し
た図面（自立型のものに限
る。）

補助ボイラの基礎に関する説
明書

斜面安定性に関する説明書

第6条 津波による損傷の防止 ○ ○ → ○ → → 第6条 津波による損傷の防止

発電用原子炉施設の自然現象
等による損傷の防止に関する
説明書

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

強度に関する説明書 取水口及び放水口に関する説
明書

環境測定装置の構造図及び取
付箇所を明示した図面

浸水防護施設に係る機器の配
置を明示した図面及び系統図

構造図

第7条
外部からの衝撃による損傷の
防止 ○ ○ → ○ → → 第7条

外部からの衝撃による損傷の
防止

発電用原子炉施設の自然現象
等による損傷の防止に関する
説明書

強度に関する説明書 工場又は事業所の概要を明示
した地形図

第8条 立ち入りの防止 × ○ → ○ → → 第8条
立ち入りの防止
（DB/SA共通条文 1項,2項,3
項）

管理区域の出入管理設備及び
環境試料分析装置に関する説
明書

人が常時勤務し、又は頻繁に
出入する工場又は事業所内の
場所における線量に関する説
明書

工場又は事業所の概要を明示
した地形図

主要設備の配置の状況を明示
した平面図及び断面図

第9条
発電用原子炉施設への人の不
法な侵入等の防止 ○ ○ → ○ → → 第9条

発電用原子炉施設への人の不
法な侵入等の防止
（DB/SA共通条文 1項）

安全設備及び重大事故等対処
設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書

人が常時勤務し、又は頻繁に
出入する工場又は事業所内の
場所における線量に関する説
明書

主要設備の配置の状況を明示
した平面図及び断面図

第10条 急傾斜地の崩壊の防止 × × → ○ → → 第10条
急傾斜地の崩壊の防止
（DB/SA共通条文 1項）
※斜面影響が無いことを説明

急傾斜地の崩壊の防止措置に
関する説明書

斜面安定性に関する説明書 工場又は事業所の概要を明示
した地形図

主要設備の配置の状況を明示
した図面

第11条 火災による損傷の防止 ○ ○ → ○ → → 第11条 火災による損傷の防止

耐震性に関する説明書 設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

発電用原子炉施設の火災防護
に関する説明書

火災防護設備に係る機器の配
置を明示した図面及び系統図

補機駆動用燃料設備に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

構造図

第12条
発電用原子炉施設内における
溢水等による損傷の防止 ○ ○ → ○ → → 第12条

発電用原子炉施設内における
溢水等による損傷の防止

耐震性に関する説明書 強度に関する説明書 発電用原子炉施設の溢水防護
に関する説明書

浸水防護施設に係る機器の配
置を明示した図面及び系統図

構造図

第13条 安全避難通路等 ○ ○ → ○ → → 第13条
安全避難通路等
（DB/SA共通条文 1項,2項）

安全避難通路に関する説明書
及び安全避難通路を明示した
図面

非常用照明に関する説明書及
び取付箇所を明示した図面

第14条 安全設備 ○ ○ → ○ → → 第14条 安全設備

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

安全設備及び重大事故等対処
設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書

流体振動又は温度変動による
損傷の防止に関する説明書

原子炉（圧力）容器の脆性破
壊防止に関する説明書

計測装置の構成に関する説明
書、計測制御系統図及び検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

施設に係る機器の配置を明示
した図面及び系統図

単線結線図 構造図

第15条 設計基準対象施設の機能 ○ ○ → ○ → → 第15条 設計基準対象施設の機能

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

安全設備及び重大事故等対処
設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書

制御能力についての計算書 発電用原子炉施設の熱精算図 計測装置の構成に関する説明
書、計測制御系統図及び検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

工学的安全施設等の起動（作
動）信号の起動（作動）回路
の説明図及び設定値の根拠に
関する説明書

発電用原子炉施設の蒸気ター
ビン，ポンプ等の損壊に伴う
飛散物による損傷防護に関す
る説明書

原子炉非常停止信号の作動回
路の説明図及び設定値の根拠
に関する説明書

熱出力計算書 施設に係る機器の配置を明示
した図面及び系統図

主要設備の配置の状況を明示
した平面図及び断面図

構造図

第16条 全交流動力電源喪失対策設備 ○ ○ → ○ → → 第16条 全交流動力電源喪失対策設備

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

非常用電源設備に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

単線結線図 構造図

第17条 材料及び構造 ○ ○ → ○ → → 第17条 材料及び構造

強度に関する説明書 クラス１機器及び炉心支持構
造物の応力腐食割れ対策に関
する説明書

原子炉（圧力）容器の脆性破
壊防止に関する説明書

原子炉格納施設の構造図（原
子炉格納容器）

第18条
使用中の亀裂等による損傷防
止 × × → × → 第18条

使用中の亀裂等による損傷防
止

―

第19条 流体振動等による損傷防止 × ○ → ○ → → 第19条 流体振動等による損傷防止

流体振動又は温度変動による
損傷の防止に関する説明書

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

構造図

第20条 安全弁等 × ○ → ○ → → 第20条 安全弁等

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

安全弁及び逃がし弁の吹出量
計算書

安全弁の吹出量計算書 火災防護施設に係る機器の配
置を明示した図面及び系統図

構造図 原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

第21条 耐圧試験等 × × → × → 第21条 耐圧試験等 ―

第22条 監視試験片 × × → × → 第22条 監視試験片

監視試験片の取付箇所を明示
した図面

構造図

第23条 炉心等 × × → × → 第23条 炉心等

強度に関する説明書 制御能力についての計算書 熱出力計算書 構造図

第24条 熱遮蔽材 × × → × → 第24条 熱遮蔽材 ―

第25条 一次冷却材 × × → × → 第25条 一次冷却材

制御能力についての計算書 熱出力計算書

第26条
燃料取扱設備及び燃料貯蔵設
備 ○ ○ → ○ → → 第26条

燃料取扱設備及び燃料貯蔵設
備

耐震性に関する説明書 設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

燃料取扱設備、新燃料貯蔵設
備及び使用済燃料貯蔵設備の
核燃料物質が臨界に達しない
ことに関する説明書

燃料体等又は重量物の落下に
よる使用済燃料貯蔵槽内の燃
料体等の破損の防止及び使用
済燃料貯蔵槽の機能喪失の防
止に関する説明書

使用済燃料運搬用容器、使用
済燃料貯蔵槽及び使用済燃料
貯蔵用容器の冷却能力に関す
る説明書

使用済燃料貯蔵槽の水深の遮
蔽能力に関する説明書

使用済燃料運搬用容器の放射
線遮蔽材及び使用済燃料貯蔵
用容器の放射線遮蔽材の放射
線の遮蔽及び熱除去について
の計算書

使用済燃料貯蔵用容器の密封
性を監視する装置の構成に関
する説明書、検出器の取付箇
所を明示した図面並びに計測
範囲及び警報動作範囲に関す
る説明書

核燃料物質の取扱施設及び貯
蔵施設に係る機器の配置を明
示した図面及び系統図

原子炉格納施設に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

構造図 原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

第27条 原子炉冷却材圧力バウンダリ × ○ → ○ → → 第27条 原子炉冷却材圧力バウンダリ

強度に関する説明書 原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

構造図

第28条
原子炉冷却材圧力バウンダリ
の隔離装置等 × ○ → ○ → → 第28条

原子炉冷却材圧力バウンダリ
の隔離装置等

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

原子炉格納容器内の原子炉冷
却材又は一次冷却材の漏えい
を監視する装置の構成に関す
る説明書、検出器の取付箇所
を明示した図面並びに計測範
囲及び警報動作範囲に関する
説明書

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

構造図

第29条 一次冷却材処理装置 × ○ → ○ → → 第29条 一次冷却材処理装置

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

放射性廃棄物の廃棄施設に係
る機器（流体状の放射性廃棄
物の漏えいの検出装置及び自
動警報装置並びに排気筒を除
く。）の配置を明示した図面
及び系統図

構造図

第30条 逆止め弁 × ○ → ○ → → 第30条
逆止め弁
（DB/SA共通条文 1項）

施設に係る機器の配置を明示
した図面及び系統図

第31条 蒸気タービン ○ × → × → 第31条 蒸気タービン

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

蒸気タービンの制御方法に関
する説明書

蒸気タービンの振動管理に関
する説明書

蒸気タービンの冷却水の種類
及び冷却水として海水を使用
しない場合は、可能取水量を
記載した書類

蒸気発生器及び蒸気タービン
の基礎に関する説明書及びそ
の基礎の状況を明示した図面

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

蒸気タービンの給水処理系統
図

発電用原子炉施設の熱精算図 構造図

第32条 非常用炉心冷却設備 × ○ → ○ → → 第32条 非常用炉心冷却設備

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

安全設備及び重大事故等対処
設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書

非常用炉心冷却設備その他原
子炉注水設備のポンプの有効
吸込水頭に関する説明書

工学的安全施設等の起動（作
動）信号の起動（作動）回路
の説明図及び設定値の根拠に
関する説明書

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

構造図 安全弁及び逃がし弁の吹出量
計算書

第33条 循環設備等 ○ ○ → ○ → → 第33条 循環設備等

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

制御能力についての計算書 発電用原子炉の運転を管理す
るための制御装置に係る制御
方法に関する説明書

取水口及び放水口に関する説
明書

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

非常用取水設備の配置を明示
した図面

発電用原子炉施設の熱精算図 構造図

第34条 計測装置 ○ ○ → ○ → → 第34条 計測装置

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

使用済燃料貯蔵槽の温度、水
位及び漏えいを監視する装置
の構成に関する説明書、検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

計測装置の構成に関する説明
書、計測制御系統図及び検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

放射線管理用計測装置の構成
に関する説明書

放射線管理用計測装置の系統
図及び検出器の取付箇所を明
示した図面並びに計測範囲及
び警報動作範囲に関する説明
書

環境測定装置（放射線管理用
計測装置に係るものを除
く。）の構造図及び取付箇所
を明示した図面

第35条 安全保護装置 ○ ○ → ○ → → 第35条 安全保護装置

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

計測装置の構成に関する説明
書、計測制御系統図及び検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

原子炉非常停止信号の作動回
路の説明図及び設定値の根拠
に関する説明書

工学的安全施設等の起動（作
動）信号の起動（作動）回路
の説明図及び設定値の根拠に
関する説明書

デジタル制御方式を使用する
安全保護系等の適用に関する
説明書

制御能力についての計算書 発電用原子炉の運転を管理す
るための制御装置に係る制御
方法に関する説明書

構造図

第36条
反応度制御系統及び原子炉停
止系統 × ○ → ○ → → 第36条

反応度制御系統及び原子炉停
止系統
※ハフニウム制御棒の削除に
より申請対象

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

計測装置の構成に関する説明
書、計測制御系統図及び検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

発電用原子炉の運転を管理す
るための制御装置に係る制御
方法に関する説明書

工学的安全施設等の起動（作
動）信号の起動（作動）回路
の説明図及び設定値の根拠に
関する説明書

原子炉非常停止信号の作動回
路の説明図及び設定値の根拠
に関する説明書

制御能力についての計算書 熱出力計算書 計測制御系統施設に係る機器
（計測装置を除く。）の配置
を明示した図面及び系統図

原子炉冷却系統施設に係る機
器の配置を明示した図面及び
系統図

構造図

第37条 制御材駆動装置 × × → × → 第37条 制御材駆動装置
設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

発電用原子炉の運転を管理す
るための制御装置に係る制御
方法に関する説明書

制御能力についての計算書 計測制御系統施設に係る機器
（計測装置を除く。）の配置
を明示した図面及び系統図

構造図

第38条 原子炉制御室等 ○ ○ → ○ → → 第38条 原子炉制御室等

安全設備及び重大事故等対処
設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書

発電用原子炉の運転を管理す
るための制御装置に係る制御
方法に関する説明書

人が常時勤務し、又は頻繁に
出入する工場又は事業所内の
場所における線量に関する説
明書

生体遮蔽装置の放射線の遮蔽
及び熱除去についての計算書

中央制御室及び緊急時制御室
の居住性に関する説明書

中央制御室の機能に関する説
明書、中央制御室外の原子炉
停止機能及び監視機能並びに
緊急時制御室の機能に関する
説明書

環境測定装置（放射線管理用
計測装置に係るものを除
く。）の構造図及び取付箇所
を明示した図面

放射線管理施設に係る機器
（放射線管理用計測装置を除
く。）の配置を明示した図面
及び系統図

構造図 設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

第39条 廃棄物処理設備等 × ○ → ○ → → 第39条 廃棄物処理設備等

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

強度に関する説明書 排気中及び排水中の放射性物
質の濃度に関する説明書

流体状の放射性廃棄物の漏え
いの拡大防止能力及び施設外
への漏えい防止能力について
の計算書

固体廃棄物処理設備における
放射性物質の散逸防止に関す
る説明書

放射性廃棄物運搬用容器の放
射線遮蔽材の放射線の遮蔽及
び熱除去についての計算書

放射性物質により汚染するお
それがある管理区域並びにそ
の地下に施設する排水路並び
に当該排水路に施設する排水
監視設備及び放射性物質を含
む排水を安全に処理する設備
の配置の概要を明示した図面

流体状の放射性廃棄物の漏え
いの検出装置及び自動警報装
置の構成に関する説明書、検
出器の取付箇所を明示した図
面並びに計測範囲及び警報動
作範囲に関する説明書

放射性廃棄物の廃棄施設に係
る機器の配置を明示した図面
及び系統図

排気筒の設置場所を明示した
図面

構造図

第40条 廃棄物貯蔵設備等 × ○ → ○ → → 第40条 廃棄物貯蔵設備等

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

強度に関する説明書 流体状の放射性廃棄物の漏え
いの拡大防止能力及び施設外
への漏えい防止能力について
の計算書

放射性廃棄物の廃棄施設に係
る機器の配置を明示した図面
及び系統図

構造図 固体廃棄物処理設備における
放射性物質の散逸防止に関す
る説明書

第41条 放射性物質による汚染の防止 × ○ → ○ → → 第41条
放射性物質による汚染の防止
（DB/SA共通条文 1項,2項,3
項）

放射性物質により汚染するお
それがある管理区域並びにそ
の地下に施設する排水路並び
に当該排水路に施設する排水
監視設備及び放射性物質を含
む排水を安全に処理する設備
の配置の概要を明示した図面

火災防護設備に係る機器の配
置を明示した図面及び系統図

浸水防護施設に係る機器の配
置を明示した図面及び系統図

構造図

第42条 生体遮蔽等 × ○ → ○ → → 第42条 生体遮蔽等

生体遮蔽装置の放射線の遮蔽
及び熱除去についての計算書

人が常時勤務し、又は頻繁に
出入する工場又は事業所内の
場所における線量に関する説
明書

放射線管理施設に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

構造図

第43条 換気設備 × ○ → ○ → → 第43条 換気設備

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

放射線管理施設に係る機器
（放射線管理用計測装置を除
く。）の配置を明示した図面
及び系統図

原子炉格納施設に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

構造図

第44条 原子炉格納施設 ○ ○ → ○ → → 第44条 原子炉格納施設

原子炉格納施設の設計条件に
関する説明書

原子炉格納施設の水素濃度低
減性能に関する説明書

圧力低減設備その他の安全設
備のポンプの有効吸込水頭に
関する説明書

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

原子炉格納施設の基礎に関す
る説明書及びその基礎の状況
を明示した図面

原子炉格納施設に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

構造図

第45条 保安電源設備 ○ ○ → ○ → → 第45条 保安電源設備

発電用原子炉施設の自然現象
等による損傷の防止に関する
説明書

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

安全設備及び重大事故等対処
設備が使用される条件の下に
おける健全性に関する説明書

常用電源設備の健全性に関す
る説明書

非常用電源設備の出力の決定
に関する説明書

電磁誘導電圧計算書 短絡強度計算書 三相短絡容量計算書 非常用電源設備に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

常用電源設備に係る機器の配
置を明示した図面

送電関係一覧図 単線結線図 燃料系統図 構造図

第46条 緊急時対策所 ○ ○ → ○ → → 第46条 緊急時対策所

緊急時対策所の設置場所を明
示した図面及び機能に関する
説明書

通信連絡設備に関する説明書
及び取付箇所を明示した図面

緊急時対策所の居住性に関す
る説明書

第47条 警報装置等 ○ ○ → ○ → → 第47条 警報装置等

設備別記載事項の設定根拠に
関する説明書

使用済燃料貯蔵槽の温度、水
位及び漏えいを監視する装置
の構成に関する説明書、検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

計測装置の構成に関する説明
書、計測制御系統図及び検出
器の取付箇所を明示した図面
並びに計測範囲及び警報動作
範囲に関する説明書

中央制御室の機能に関する説
明書、中央制御室外の原子炉
停止機能及び監視機能並びに
緊急時制御室の機能に関する
説明書

放射線管理用計測装置の構成
に関する説明書

放射線管理用計測装置の系統
図及び検出器の取付箇所を明
示した図面並びに計測範囲及
び警報動作範囲に関する説明
書

流体状の放射性廃棄物の漏え
いの検出装置及び自動警報装
置の構成に関する説明書、検
出器の取付箇所を明示した図
面並びに計測範囲及び警報動
作範囲に関する説明書

通信連絡設備に関する説明書
及び取付箇所を明示した図面

緊急時対策所の設置場所を明
示した図面及び機能に関する
説明書

第48条 準用 ○ ○ → ○ → → 第48条 準用

発電用原子炉施設の火災防護
に関する説明書

強度に関する説明書 非常用発電装置の出力の決定
に関する説明書

制御方法に関する説明書 補助ボイラーの基礎に関する
説明書

常用電源設備の健全性に関す
る説明書

安全弁の吹出量計算書 単線結線図 非常用電源設備に係る機器の
配置を明示した図面及び系統
図

燃料系統図 補助ボイラーに附属する主配
管の配置の概要を明示した図
面及び系統図

補助ボイラーに属する燃料系
統図

水循環系統図 構造図

凡例： 添付する書類 添付しない書類 添付しない書類（今回の改造
に関係ない条文）

技術基準規則と設計及び工認添付書類の紐づき表（原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニタ）

技術基準規則の要求条文
適合性確認

の要否
技術基準規則の要求条文 各技術基準規則について適合性を説明する添付書類（ＤＢ）

設計及び工

事に係る品

質管理の方

法等に関す

る説明書

技術基準規則

の追加・変更

に対して抽出

した設備につ

いて，各条文

への適合性を

確認する。

設置許可にお

ける約束事項

を工事計画に

おける約束事

項として担保

していること

を説明する資

料として

「発電用原子

炉の設置の許

可との整合性

に関する説明

書」にて説明

する。

適用条文の要否判断

：〇

：△ 16



別紙 

 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則」の条文整理の詳細 

 

○ 各添付書類において，設計及び工事計画変更認可申請における技術基準規則に対す

る適合条文の整理の詳細を示す。 

 

○ 各添付書類の資料構成は，今回の改造による既認可工事計画※1で確認された適合性

への影響等の整理のため，以下に示す構成としている。 

 

★補足の表の「要否判断」が「○」「△」の場合 

 

・「１．基準適合性の確認範囲」において，今回の改造にあたって確認する必要が

ある既認可工事計画※1の確認範囲を整理し，当該範囲の既認可工事計画※1で示

されている適合性を確認するために必要な評価方法等を纏めた。 

 

・「２．確認結果」では，「１．基準適合性の確認範囲」で纏めた評価方法等に基

づき，今回の改造による影響を確認した結果を示す。 

今回の改造による影響を確認するために必要な内容は，各添付書類に示す既

認可工事計画※1（抜粋）及び補足－5「原子炉建屋換気系（ダクト）放射線モニ

タ改造工事の概要について」に示す。 

 

・「３．まとめ」では，「２．確認結果」を踏まえて，既認可工事計画※1で確認さ

れた適合性への影響の有無及び理由を纏め，纏めた内容を補足－1 の表で総括

する。 

 

★補足の表の「要否判断」が「×」の場合 

 

・「１．基準適合性の確認結果」にて今回の改造による影響を確認した結果を示

す。 

 
※1：東海第二発電所の工事計画（原規規発第 1810181 号。平成 30 年 10 月 18 日認可。） 
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
４

条
設
計

基
準

対
象

施
設

の
地

盤
】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
結
果

①
設

計
基
準
対
象
施

設
の
地
盤

今
回
の
放
射
線

モ
ニ
タ
の

改
造
で
は
，
設

置
床
高
さ

及
び
原
子
炉
建

屋
付
属
棟

の
重
量
に
変
更

は
な
く
，

既
工
事
計
画
で

確
認
さ
れ

た
設
計
基
準
対

象
施

設
の
地

盤
に
係
る
設
計
に
変
更
が

な
い
こ
と
か
ら

，
審
査
対

象
条
文
と
な
ら

な
い
。

補1-添1-1

補足－１　添付書類１
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
耐
震

設
計
の
基
本
事

項
に
つ
い

て
ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

設
計
基
準
対
象

施
設
は
，

こ
れ
に
作
用
す

る
地
震
力

に
よ
る
損
壊
に

よ
り
公
衆

に
放
射
線
障
害

を
及
ぼ
さ

な
い
よ
う
に
す

る
た
め

，
設
置
変
更
許

可
申
請
書

の
設
計
方
針
に

基
づ
く
と

と
も
に
，
耐
震

工
認
審
査

ガ
イ
ド
を
踏
ま

え
，
工
事
計
画
認
可
に
お

い
て
実
績

の
あ
る

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｇ

46
01
等
の
規
格
及

び
基
準
等
に
基

づ
く
手
法

を
適
用
し
，
施

設
の
耐
震

設
計
上
の
重
要

度
に
応
じ

て
Ｓ
ク
ラ
ス
，

Ｂ
ク
ラ
ス

，
Ｃ
ク
ラ
ス
に

分
類
し

た
上
で
，
そ
れ

ぞ
れ
の
施

設
の
耐
震
重
要

度
に
応
じ

た
地
震
力
に
対

し
構
造
強

度
を
確
保
す
る

設
計
と
し
て
い
る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
4,
5頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
8-
2-
4
 原

子
炉
建
屋
換

気
系
（
ダ
ク
ト

）
放
射
線

モ
ニ
タ
の
耐
震

性
に
つ
い

て
の
計
算
書
」

（
1
,
14
頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

耐
震
重
要
施
設

（
Ｓ
ク
ラ

ス
の
施
設
）
に

つ
い
て
は

，
基
準
地
震
動

に
よ
る
地

震
力
に
対
し
て

そ
の
安
全

性
が
損
な
わ
れ

る
お
そ

れ
が
な
い
施
設

と
す
る
た

め
，
設
置
変
更

許
可
申
請

書
の
設
計
方
針

に
基
づ
く

と
と
も
に
，
耐

震
工
認
審
査
ガ
イ
ド
を
踏

ま
え
，
工

事
計
画
認

可
に
お

い
て
実
績
の
あ

る
Ｊ
Ｅ
Ａ

Ｇ
4
60
1等

の
規

格
及
び
基

準
等
に
基
づ
く

手
法
を
適

用
し
て
，
当
該

施
設
の
機
能
を
維
持
す
る

設
計
と
し

て
い
る
こ

と
を
記

載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
,
4,
5頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
8-
2-
4
 原

子
炉
建
屋
換

気
系
（
ダ
ク
ト

）
放
射
線

モ
ニ
タ
の
耐
震

性
に
つ
い

て
の
計
算
書
」

（
1
,
14
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

②
耐
震

重
要
度
分
類
に

つ
い
て

既
工
事

計
画
に
お
い
て

は
，
設
計

基
準
対
象
施
設

の
耐
震
重

要
度
分
類
は
，

施
設
の
耐

震
設
計
上
の
重

要
度
に
応

じ
て
Ｓ
ク
ラ
ス

，
Ｂ
ク
ラ

ス
，
Ｃ
ク
ラ

ス
に
分

類
し
て
い
る
こ
と
，
施
設

に
要
求
さ
れ
る

安
全
機
能

の
役
割
に
応
じ

て
，
施
設

を
構
成
す
る
設

備
（
主
要

設
備
，
補
助
設

備
，
直
接

支
持
構
造
物
，

間
接
支

持
構
造
物
，
波
及
的
影
響

を
考
慮
す
べ
き

施
設
）
に

適
切
に
区
分
し

て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
5
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
4 
重
要
度
分
類
及
び

重
大
事
故
等
対

処
施
設
の

施
設
区
分
の
基

本
方
針
」

（
1
,2
,
7,
21
頁

参
照
）

「
補
足

-
5【

原
子
炉
建

屋
換
気
系

（
ダ
ク
ト
）
放

射
線
モ
ニ

タ
改
造
工
事
の

概
要
に
つ

い
て
】
参
照
」

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添2-1

補足－１　添付書類２
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

③
地
震

力
の
算
定
方
法

に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

静
的
地
震
力
は

，
設
置
変

更
許
可
申
請
書

の
設
計
基

準
対
象
施
設
の

耐
震
設
計

で
示
さ
れ
た
静

的
地
震
力

の
算
定
方
針
に

基
づ
き

，
施
設
の
耐
震

重
要
度
に

応
じ
た
係
数
を

乗
じ
，
施

設
の
振
動
特
性

及
び
地
盤

の
種
類
を
考
慮

す
る
な
ど
し
て
，
建
物
・

構
築
物
，

機
器
・
配

管
系
の

そ
れ
ぞ
れ
に
対

し
て
適
切

に
算
定
し
て
い

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
7
,
8頁

参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

動
的
地
震
力
は

，
Ｓ
ク
ラ

ス
の
施
設
，
屋

外
重
要
土

木
構
造
物
及
び

Ｂ
ク
ラ
ス

の
施
設
の
う
ち

共
振
の
お

そ
れ
の
あ
る
も

の
に
適

用
し
，
Ｓ
ク
ラ

ス
の
施
設

（
津
波
防
護
施

設
，
浸
水

防
止
設
備
及
び

津
波
監
視

設
備
を
除
く
。

）
に
つ
い
て
は
，
基
準
地

震
動
Ｓ
ｓ

及
び
弾
性

設
計
用

地
震
動
Ｓ
ｄ
か

ら
定
め
る

入
力
地
震
動
を

適
用
す
る

こ
と
を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
8
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

④
荷
重

の
組
合
せ
に
つ

い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

建
物
・
構
築
物

，
機
器
・

配
管
系
，
津
波

防
護
施
設

等
は
，
耐
震
重

要
度
分
類

に
応
じ
て
，
そ

れ
ぞ
れ
の

施
設
に
作
用
す

る
地
震

力
と
地
震
力
以

外
の
荷
重

を
適
切
に
組
み

合
わ
せ
て

い
る
こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
3
,1
5頁

参
照

）
ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

地
震
荷
重
と
風

荷
重
又
は

積
雪
荷
重
と
の

組
合
せ
に

つ
い
て
は
，
風

荷
重
又
は

積
雪
荷
重
の
影

響
が
地
震

荷
重
と
比
べ
て

無
視
で

き
な
い
構
造
，

形
状
及
び

仕
様
を
有
す
る

施
設
を
屋

外
施
設
か
ら
選

定
し
，
当

該
施
設
の
評
価

に
お
い
て
考
慮
し
て
い
る

こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
5頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添2-2
20



原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

⑤
許
容

限
界
に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

建
物
・
構
築
物

，
機
器
・

配
管
系
の
そ
れ

ぞ
れ
の
強

度
評
価
に
お
け

る
許
容
限

界
に
つ
い
て
は

，
安
全
上

適
切
と
認
め
ら

れ
る
規

格
及
び
基
準
等

に
基
づ
き

，
施
設
の
機
能

を
維
持
又

は
構
造
強
度
を

確
保
で
き

る
設
定
と
し
て

い
る
こ
と
を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
1
5
,1
6頁

参
照

）
ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

地
震
時
又
は
地

震
後
に
電

気
的
機
能
が
要

求
さ
れ
る

機
器
等
の
機
能

維
持
評
価

に
お
け
る
許
容

限
界
に
つ

い
て
は
，
実
証

試
験
等

に
よ
り
確
認
さ

れ
て
い
る

機
能
維
持
加
速

度
等
を
設

定
し
て
い
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
2
,
18
頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添2-3
21



原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

⑥
波
及

的
影
響
に
つ
い

て
ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

波
及
的
影
響
に

つ
い
て
は

，
考
慮
す
べ
き

事
象
の
選

定
，
考
慮
す
べ

き
施
設
の

抽
出
及
び
耐
震

計
算
を
適

切
に
実
施
し
，

耐
震
重

要
度
分
類
の
下

位
の
ク
ラ

ス
に
属
す
る
施

設
の
波
及

的
影
響
に
よ
っ

て
，
耐
震

重
要
施
設
（
Ｓ

ク
ラ
ス
の
施
設
）
の
安
全

機
能
を
損

な
わ
な
い

設
計
と

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
6
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
5 
波
及
的
影
響
に
係

る
基
本
方
針
」

（
1
頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

考
慮
す
べ
き
事

象
に
つ
い

て
は
，
原
子
力

発
電
所
の

地
震
被
害
を
調

査
し
，
そ

の
結
果
を
考
慮

し
た
上
で

，
設
置
地
盤
及

び
地
震

応
答
性
状
の
相

違
等
に
起

因
す
る
相
対
変

位
又
は
不

等
沈
下
，
下
位

ク
ラ
ス
の

施
設
と
の
接
続

部
に
お
け
る
相
互
影
響
，

下
位
ク
ラ

ス
の
施
設

の
損
傷

，
転
倒
，
落
下

等
を
選
定

し
て
い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
6
,
7頁

参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
5 
波
及
的
影
響
に
係

る
基
本
方
針
」

（
1
頁
参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

考
慮
す
べ
き
施

設
に
つ
い

て
は
，
敷
地
全

体
を
俯
瞰

し
た
調
査
・
検

討
に
基
づ

き
，
選
定
し
た

事
象
ご
と

に
波
及
的
影
響

を
及
ぼ

す
可
能
性
の
あ

る
下
位
ク

ラ
ス
の
施
設
又

は
波
及
的

影
響
を
受
け
る

可
能
性
の

あ
る
上
位
ク
ラ

ス
の
施
設
を
抽
出
し
て
い

る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
7
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
4 
重
要
度
分
類
及
び

重
大
事
故
等
対

処
施
設
の

施
設
区
分
の
基

本
方
針
」

（
7
,2
1頁

参
照

）
「
Ⅴ

-2
-
1-
5 
波
及
的
影
響
に
係

る
基
本
方
針
」

（
3
頁
参
照
）

「
補
足

-
5【

原
子
炉
建

屋
換
気
系

（
ダ
ク
ト
）
放

射
線
モ
ニ

タ
改
造
工
事
の

概
要
に
つ

い
て
】
参
照
」

ｄ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

耐
震
計
算
に
つ

い
て
は
，

抽
出
し
た
下
位

ク
ラ
ス
の

施
設
が
，
上
位

ク
ラ
ス
の

施
設
の
設
計
に

用
い
る
地

震
動
又
は
地
震

力
に
対

し
て
耐
震
性
を

有
し
て
い

る
こ
と
，
又
は

抽
出
し
た

上
位
ク
ラ
ス
の

施
設
が
，

下
位
ク
ラ
ス
の

施
設
の
波
及
的
影
響
の
発

生
に
よ
っ

て
作
用
す

る
荷
重

に
対
し
て
機
能

に
影
響
を

受
け
な
い
状
態

に
留
ま
る

こ
と
を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
1 
耐
震
設
計
の
基
本

方
針
の
概
要
」

（
7
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
1-
5 
波
及
的
影
響
に
係

る
基
本
方
針
」

（
1
0頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

波
及
的
影
響
を

考
慮
し
た

設
計
に
変
更
が

な
く
，
上

記
方
針
を
踏
ま

え
て
設
計

し
て
い
る
こ
と

を
確
認
す

る
。

補1-添2-4
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

⑦
水
平

２
方
向
及
び
鉛

直
方
向
の

地
震
力
の
組
合

せ
に
よ
る

影
響
評
価
に
つ

い
て

既
工
事

計
画
に
お
い
て

は
，
水
平

２
方
向
及
び
鉛

直
方
向
の

地
震
力
の
組
合

せ
に
つ
い

て
は
，
耐
震
重

要
施
設
及

び
そ
の
間
接
支

持
構
造
物

並
び
に
波
及

的
影
響

を
考
慮
す
べ
き
施
設
を
対

象
に
，
当
該
組

合
せ
の
適

用
に
よ
っ
て
水

平
１
方
向

及
び
鉛
直
方
向

の
地
震
力

を
組
み
合
わ
せ

た
耐
震
計

算
へ
の
影
響
の

可
能
性

が
あ
る
施
設
又
は
設
備
を

抽
出
し
，
三
次

元
応
答
性

状
を
考
慮
し
た

上
で
基
準

地
震
動
を
適
用

し
て
当
該

組
合
せ
の
適
用

が
耐
震
性

評
価
に
及
ぼ
す

影
響
を

評
価
し
て
い
る
こ
と
を
記

載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-2
-
1-
8 
水
平
２
方
向
及
び

鉛
直
方
向
地
震

力
の
組
合

せ
に
関
す
る
影

響
評
価
方

針
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-2
-
12
 水

平
２
方

向
及
び
鉛

直
方
向
地
震
力

の
組
合
せ

に
関
す
る
影
響

評
価
結
果

」
（
4
2
,4
7,
48
,
50
頁
参
照
）

「
補
足

-
34
0-
7
水
平
２
方
向
及

び
鉛
直
方
向
の

適
切
な
組

合
せ
に
関
す
る

検
討
に
つ

い
て
」
（

79
,8
1
,8
2
,別

紙
3-
95
,別

紙
4-
3
5,
5
9頁

参
照
）

「
補
足

-
34
0-
1
3
機
電

分
耐
震
計

算
書
の
補
足
に

つ
い
て
」

（
8
1,
1
49
頁
参

照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

水
平
２
方
向
及

び
鉛
直
方

向
地
震
力
の
組

合
せ
に
関

す
る
影
響
評
価

方
針
に
変

更
が
な
い
こ
と

を
確
認
す

る
。
ま
た
，

耐
震
性

評
価
に
及
ぼ
す
影
響
の
評

価
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
す
る
。

補1-添2-5
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-5
【
原
子
炉
建
屋

換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射

線
モ
ニ

タ
改
造
工
事
の

概
要
に
つ
い
て
】

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
当
該

設
備
の
機

能
及
び
設
置
場

所
に
お
け

る
周
辺
施
設
に

変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し
た
。
【

②
,
⑥
ｃ
】

Ⅴ
-2
-1
-
1 
耐

震
設
計
の
基
本
方

針
の
概
要

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
耐
震

設
計
，
耐

震
重
要
度
分
類

，
地
震
力

の
算
定
，
荷
重

の
組
合
せ

，
許
容
限

界
及
び
波
及
的

影
響
を
考

慮
し
た
設
計
な

ど
の
基
本

方
針
に
変
更
が

な
い
こ
と

を
確
認
し
た
。

【
①
～

⑥
】

Ⅴ
-2
-1
-
4 
重

要
度
分
類
及
び
重

大
事
故
等
対
処

施
設
の

施
設
区
分
の
基

本
方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
機
能

及
び
設
置

場
所
に
お
け
る

周
辺
施
設

に
変
更
が
な
い

こ
と
か
ら

，
耐
震
重

要
度
分
類
及
び

波
及
的
影

響
を
考
慮
す
べ

き
施
設
区

分
の
基
本
方
針

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

【
②

,⑥
ｃ
】

Ⅴ
-2
-1
-
5 
波

及
的
影
響
に
係
る

基
本
方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
機
能

及
び
設
置

場
所
に
お
け
る

周
辺
施
設

に
変
更
が
な
い

こ
と
か
ら

，
波
及
的

影
響
を
考
慮
し

た
設
計
の

基
本
方
針
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
⑥

】

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

２
．
確

認
結
果

補1-添2-6
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

Ⅴ
-2
-1
-
8 
水

平
２
方
向
及
び
鉛

直
方
向
地
震
力

の
組
合

せ
に
関
す
る
影

響
評
価
方
針

Ⅴ
-2
-1
2
 水

平
２
方
向

及
び
鉛
直
方
向
地
震
力
の

組
合
せ

に
関
す
る
影
響

評
価
結
果

補
足

-3
4
0-
7
水
平
２
方
向
及
び

鉛
直
方
向
の
適

切
な
組

合
せ
に
関
す
る

検
討
に
つ
い
て

補
足

-3
4
0-
13

機
電
分

耐
震
計
算
書
の
補
足
に
つ

い
て

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
つ
い
て
，
「

水
平
２
方

向
及
び
鉛
直
方

向
の
組
合

せ
に
よ
る
影
響

の
可
能
性

が
あ
る
施

設
を
評
価
対
象

施
設
と
し

，
施
設
が
有
す

る
耐
震
性

に
及
ぼ
す
影
響

を
評
価
す

る
」
方
針
を
変

更
す
る
も

の
で
は

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

影
響
評
価
に
対

す
る
確
認

結
果
は
次
の
と

お
り
。
【

⑦
】

・
原
子

炉
建
屋
換
気
系

（
ダ
ク
ト

）
放
射
線
モ
ニ

タ
の
水
平

２
方
向
及
び
鉛

直
方
向
の

地
震
力
の
組
合

せ
に
よ
る

耐
震
性
評

価
に
及
ぼ
す
影

響
の
評
価

は
，
設
計
用
床

応
答
曲
線

の
震
度
を
一
律

に
1
.
5倍

し
た
設

備
評
価
用
床
応
答

曲
線
を
使

用
す
る
こ
と
に

よ
り
，
耐

震
裕
度
に
包
絡

さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認

し
て
い
る

。
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
係
る
変
更
範

囲
は
，
設

備
評
価
用
床
応

答
曲
線
を

変
更
す
る
も
の

で
は
な
い

た
め
，
水

平
２
方
向
及
び

鉛
直
方
向

地
震
力
の
組
合

せ
に
関
す

る
影
響
評
価
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

し
た
。

【
⑦
】

・
な
お

，
床
応
答
へ
の

影
響
検
討

と
し
て
，

3次
元
的
な
応

答
特
性
を
踏
ま
え
て
も
，

原
子
炉
建
屋
に

お
け
る
質

点
系

モ
デ
ル

の
応
答
は
，
妥

当
な
応
答

と
な
る
こ
と
は

確
認
し
て

い
る
。
【
⑦
】

Ⅴ
-2
-8
-
2-
4 
原
子
炉
建
屋
換
気

系
（
ダ
ク
ト
）

放
射
線

モ
ニ
タ
の
耐
震

性
に
つ
い
て
の
計
算
書

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
つ
い
て
，
構

造
計
画
に

変
更
は
な
く
，

必
要
な
構

造
強
度
及
び
電

気
的
機
能

維
持
が
確

保
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確

認
し
た
。
【
①

】

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

補1-添2-7
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
５

条
地
震

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

３
．
ま

と
め

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
つ
い
て
，
設

置
場
所
に

変
更
が
あ
る
が

，
耐
震
設

計
の
基
本
方
針

に
変
更
が

な
い
こ
と
を
確

認
し
た
。

・
基
本

方
針
に
変
更
が

な
く
，
必

要
な
強
度
は
確

保
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら

，
技
術
基

準
の
適
合
性
に

影
響
を
与

え
な
い
。

・
既
工

事
計
画
で
確
認

さ
れ
た
設

計
を
変
更
す
る

も
の
で
は

な
い
。
ま
た
，

地
震
に
よ

る
損
傷
の
防
止

に
関
す
る

基
本
設
計
方
針

に
つ
い
て

も
変
更
が
な
い

こ
と
か
ら

，
審
査
対
象
条
文
と
な
ら

な
い
。
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
６

条
津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
基

本
方
針
に
つ
い

て
既
工
事
計
画
に

お
い
て
は

，
設
計
基
準
対

象
施
設
が

，
基
準
津
波
に

よ
り
そ
の

安
全
性
が
損
な

わ
れ
る
お

そ
れ
の
な
い
よ

う
に
す
る

た
め
，
設
置
変

更
許
可

申
請
書

の
設
計
方
針
に
基
づ
く
と

と
も
に
，
「
耐

津
波
設
計

に
係
る
工
認
審

査
ガ
イ
ド

」
に
基
づ
く
手

法
を
適
用

し
て
，
津
波
防

護
施
設
，

浸
水
防
止
設
備

及
び
津
波

監
視
設
備
を
設
置
し
て
い

る
こ
と
並
び
に

基
準
津
波

に
対
し
て
こ
れ

ら
の
施
設

の
機
能
を
維
持

す
る
設
計

と
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
2
-1
 耐

津
波
設
計

の
基
本
方
針
」

（
1
頁
参
照
）

「
そ
の

他
発
電
用
原
子

炉
の
附
属

施
設

浸
水
防
護
施
設

外
郭
浸

水
防
護
設
備
に
係

る
機
器
の
配
置

を
明
示
し

た
図
面
」

（
第

9-
4
-1
図

～
第
9-
4
-
4図

参
照

）
「
そ
の

他
発
電
用
原
子

炉
の
附
属

施
設

浸
水
防
護
施
設

内
郭
浸

水
防
護
設
備
に
係

る
機
器
の
配
置

を
明
示
し

た
図
面
」

（
第

9-
4
-5
図

～
第
9-
4
-
16
図
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

②
津

波
防
護
対
象
設

備
に
つ
い

て
既
工
事
計
画
に

お
い
て
は

，
設
計
基
準
対

象
施
設
の

う
ち
津
波
か
ら

防
護
す
る

設
備
に
つ
い
て

は
「
発
電

用
軽
水
型
原
子

炉
施
設
の

安
全
機
能
の
重

要
度
分

類
に
関

す
る
審
査
指
針
」
で
規
定

さ
れ
る
ク
ラ
ス

１
，
２
設

備
及
び
耐
震
Ｓ

ク
ラ
ス
に

属
す
る
設
備
（

津
波
防
護

施
設
，
浸
水
防

止
設
備
及

び
津
波
監
視
設

備
を
除
く

）
と
記
載
し
て
い
る
。

「
補
足

-
5【

原
子
炉
建

屋
換
気
系

（
ダ
ク
ト
）
放

射
線
モ
ニ

タ
改
造
工
事
の

概
要
に
つ

い
て
】
参
照
」

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-2
 防

護
対
象
施

設
の
範
囲
」
（

1～
3頁

参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
2
-1
 耐

津
波
設
計

の
基
本
方
針
」

（
1
,
2頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

③
入

力
津
波
の
設
定

に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

入
力
津
波
の
設

定
に
当
た

っ
て
敷
地
及
び

敷
地
周
辺

に
お
け
る
地
形

と
施
設
の

配
置
を
考
慮
し

た
津
波
の

遡
上
解
析
を
基

に
基

準
津
波
に
よ
る
敷
地
へ
の

遡
上
の
可
能
性

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

2,
3頁

参
照

）

補1-添3-1
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
６

条
津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】
ｂ
．

既
工
事
計
画
に

お
い
て
は

，
津
波
防
護
対

策
に
必
要

な
各
施
設
の
設

置
位
置
に

お
い
て
潮
位
の

ば
ら
つ
き

，
地
殻
変
動
及

び
数
値
計

算
上
の
不
確
か

さ
を
考
慮

し
て
適
切
に
設

定
し
て
い

る
と
記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

3,
4頁

参
照

）
今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

④
津

波
防
護
対
策
施

設
に
つ
い

て
ａ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

入
力
津
波
に
よ

る
津
波
防

護
対
象
設
備
へ

の
影
響
と

し
て
，
津
波
の

敷
地
へ
の

流
入
の
可
能
性

の
有
無
，

津
波
に
よ
る
漏

水
及
び

溢
水
並
び
に
津

波
に
よ
る

水
位
変
動
に
伴

う
取
水
性

低
下
に
よ
る
重

要
な
安
全

機
能
へ
の
影
響

の
有
無
を
評
価
し
，
対
策

が
必
要
と

な
る
箇
所

に
津
波

防
護
施
設
及
び

浸
水
防
止

設
備
を
設
置
す

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

5～
1
2頁

参
照
）

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-4
 入

力
津
波

に
よ
る
津
波
防

護
対
象
設

備
へ
の
影
響
評

価
」
（

16
,
20
頁

参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

津
波
の
襲
来
を

察
知
し
津

波
防
護
施
設
及

び
浸
水
防

止
設
備
の
機
能

を
確
実
と

す
る
津
波
監
視

設
備
を
設

置
す
る
こ
と
な

ど
を
記

載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

13
頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

⑤
津

波
防
護
対
策
に

必
要
な
浸

水
防
護
施
設
の

設
計
に
つ

い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

津
波
防
護
施
設

，
浸
水
防

止
設
備
及
び
津

波
監
視
設

備
に
つ
い
て
は

，
以
下
の

ｂ
．
及
び
ｃ
．

の
事
項
か

ら
，
入
力
津
波

に
対
し

て
，
そ
れ
ぞ
れ

に
要
求
さ

れ
る
機
能
が
十

分
に
保
持

で
き
る
設
計
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

14
,1
5頁

参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

津
波
に
よ
る
荷

重
と
津
波

以
外
の
荷
重
を

適
切
に
設

定
し
，
そ
れ
ら

の
組
合
せ

を
考
慮
し
て
い

る
こ
と
，

津
波
以
外
の
荷

重
と
し

て
，
余
震
に
よ

る
荷
重
，

漂
流
物
に
よ
る

荷
重
，
積

雪
荷
重
及
び
風

荷
重
を
考

慮
し
て
い
る
こ

と
を
記
載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

15
,1
6頁

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お

い
て
は
，

津
波
襲
来
後
の

再
使
用
性

や
津
波
の
繰
り

返
し
の
作

用
を
考
慮
し
て

，
作
用
す

る
荷
重
に
対
し

，
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
に
要

求
さ
れ

る
機
能
を
十
分

に
保
持
で

き
る
許
容
限
界

を
設
定
し

て
い
る
こ
と
，

材
料
の
応

力
が
お
お
む
ね

弾
性
範
囲
内
に
収
ま
る
こ

と
を
基
本

と
し
て
い

る
こ
と

を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-
1-
1-
2
-2
-1
 耐

津
波
設

計
の
基
本
方
針

」
（

16
頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請
に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。
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⑥
既

工
認
実
績
の
な

い
手
法
，

条
件
等
に
係
る

確
認
に
つ

い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

防
潮
堤
に
つ
い

て
，
防
護

対
象
と
す
る
施

設
が
設
置

さ
れ
た
敷
地
を

取
り
囲
む

よ
う
，
地
中
連

続
壁
基
礎

に
鋼
製
の
上
部

工
を
設

置
す
る
鋼
製
防

護
壁
，
地

中
連
続
壁
基
礎

に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製

の
上
部
工

を
設
置
す
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
潮
壁

及
び
基
礎

と
な
る
銅

管
杭
の

上
部
工
部
分
に

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
を
被

覆
し
た
銅

管
杭
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト

防
潮
壁
の
３
種

類
を
設
置
し
，
地
震
後
に

繰
り
返
し

の
襲
来
が

想
定
さ

れ
る
津
波
に
よ

る
荷
重
並

び
に
余
震
，
漂

流
物
の
衝

突
，
風
及
び
積

雪
に
よ
る

荷
重
に
対
し
，

地
震
後
及
び
津
波
後
の
再

使
用
性
も

考
慮
し
，

主
要
な

構
造
部
材
の
構

造
健
全
性

を
維
持
す
る
設

計
と
し
て

お
り
，
基
準
津

波
に
よ
る

遡
上
波
の
到
達

又
は
流
入
を
防
止
す
る
設

計
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ｖ

-
1-
1-
2
-2
-5
 津

波
防
護

に
関
す
る
施
設

の
設
計
方

針
」
（

8～
1
1頁

参
照
）

「
そ

の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附

属
施
設

浸
水
防
護
施
設

外
郭

浸
水
防
護
設
備
の

構
造
図
」
（
第

9
-4
-
17
図

～
第
9
-
4-
19
図

参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

鋼
製
防
護
壁
の

止
水
機
構

に
つ
い
て
は
，

構
造
上
，

一
体
化
で
き
な

い
鋼
製
防

護
壁
と
取
水
構

造
物
の
境

界
部
に
想
定
さ

れ
る
荷

重
の
作
用
及
び

相
対
変
位

を
考
慮
し
，
試

験
等
に
て

止
水
性
を
確
認

し
た
構
造

の
異
な
る
１
次

止
水
機
構
及
び
２
次
止
水

機
構
を
設

置
し
，
止

水
性
を

保
持
す
る
設
計

を
記
載
し

て
い
る
。

「
Ｖ

-
1-
1-
2
-2
-5
 津

波
防
護

に
関
す
る
施
設

の
設
計
方

針
」
（

8～
1
1頁

参
照
）

「
そ

の
他
発
電
用
原
子
炉
の
附

属
施
設

浸
水
防
護
施
設

外
郭

浸
水
防
護
設
備
の

構
造
図
」
（
第

9
-4
-
17
図

～
第
9
-
4-
19
図

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

鋼
製
防
護
壁
の

上
部
構
造

と
下
部
構
造
の

接
合
部
に

つ
い
て
は
，
複

合
材
料
で

構
成
さ
れ
た
構

造
を
よ
り

正
確
に
評
価
す

る
た
め

三
次
元
解
析
を

実
施
し
て

，
各
部
材
が
負

担
す
る
荷

重
，
そ
の
伝
達

メ
カ
ニ
ズ

ム
及
び
三
次
元

挙
動
を
評
価
し
，
設
計
荷

重
に
よ
り

生
じ
る
各

部
材
の

応
力
が
許
容
値

を
満
足
す

る
こ
と
，
ま
た

，
設
計
荷

重
を
超
え
る
荷

重
に
対
し

て
脆
性
的
な
ひ

ず
み
増
加
を
呈
す
る
こ
と

は
な
く
十

分
な
靭
性

を
有
し

て
い
る
こ
と
を

記
載
し
て

い
る
。

「
Ｖ

-
3-
別

添
3
-2
-1
-
1 
防
潮
堤
（
鋼

製
防
護
壁
）
の
強

度
計
算
書

1.
 防

潮
堤

（
鋼
製
防
護
壁

）
の
基
礎

及
び
上
部
構
造

に
関
す
る

強
度
計
算
書
」

（
14
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
６

条
津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-5
【
原
子
炉
建
屋

換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射

線
モ
ニ

タ
改
造
工
事
の

概
要
に
つ
い
て
】

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
原
子

炉
建
屋
内

に
配
置
さ
れ
，

津
波
防
護

対
策
で
防
護
す

る
設
計
方

針
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た

。
【
②
】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
2-
1
 耐

津
波
設
計
の

基
本
方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
設
計

基
準
対
象

施
設
が
，
基
準

津
波
に
よ

り
そ
の
安
全
性

が
損
な
わ

れ
る
お
そ

れ
の
な
い
よ
う

に
す
る
た

め
の
設
計
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
①

】
・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
対
象

設
備
に
つ
い
て

，
設
計
基

準
対
象
施
設
の

う
ち
津
波

か
ら
防
護

す
る
設
備
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】
・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
入
力

津
波
の
設

定
の
う
ち
，
基

準
津
波
に

よ
る
敷
地
へ
の

遡
上
の
可

能
性
及
び

津
波
防
護
対
策

に
必
要
な

各
施
設
の
設
置

位
置
の
設

定
に
つ
い
て
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。

【
③
】

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
対
策

の
う
ち
，
入
力

津
波
に
よ

る
津
波
防
護
対

象
設
備
に

対
策
が
必

要
と
な
る
箇
所

へ
の
津
波

防
護
施
設
及
び

浸
水
防
止

設
備
の
設
計
へ

の
影
響
，

及
び
津
波
の
襲

来
を
察
知

す
る
津

波
監
視
設
備
の

設
置
に
つ

い
て
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し
た
。
【

④
】

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
対
策

に
必
要
な
浸
水

防
護
施
設

の
設
計
に
つ
い

て
は
，
津

波
以
外
に

考
慮
す
べ
き
荷

重
の
設
定

及
び
津
波
襲
来

後
の
再
使

用
性
や
津
波
の

繰
り
返
し

作
用
に
つ
い
て

の
設
計
に

つ
い
て

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。
【
⑤
】

そ
の
他

発
電
用
原
子
炉

の
附
属
施
設

浸
水
防
護

施
設

外
郭
浸

水
防
護
設
備
に
係

る
機
器
の
配
置

を
明
示

し
た
図
面

（
第

9-
4
-1
図

～
第
9
-4
-
4図

）

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
施
設

，
浸
水
防
止
設

備
及
び
津

波
監
視
設
備
に

係
る
機
器

の
配
置
に

変
更
が
な
い
こ

と
か
ら
，

津
波
に
よ
る
損

傷
を
防
止

す
る
設
計
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。

【
①
】

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
６

条
津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】

２
．
確

認
結
果
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

そ
の
他

発
電
用
原
子
炉

の
附
属
施
設

浸
水
防
護

施
設

内
郭
浸

水
防
護
設
備
に
係

る
機
器
の
配
置

を
明
示

し
た
図
面

（
第

9-
4
-5
図

～
第
9
-4
-
16
図
）

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
施
設

，
浸
水
防
止
設

備
及
び
津

波
監
視
設
備
に

係
る
機
器

の
配
置
に

変
更
が
な
い
こ

と
か
ら
，

津
波
に
よ
る
損

傷
を
防
止

す
る
設
計
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。

【
①
】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
1-
2
 防

護
対
象
施
設

の
範
囲

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
対
象

設
備
に
つ
い
て

，
設
計
基

準
対
象
施
設
の

う
ち
津
波

か
ら
防
護

す
る
設
備
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
2-
4
 入

力
津
波
に
よ

る
津
波
防
護
対

象
設
備

へ
の
影
響
評
価

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
津
波

防
護
対
策

の
う
ち
，
入
力

津
波
に
よ

る
津
波
防
護
対

象
設
備
に

対
策
が
必

要
と
な
る
箇
所

へ
の
津
波

防
護
施
設
及
び

浸
水
防
止

設
備
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

し
た
。

【
④
ａ

】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
2-
5
 津

波
防
護
に
関

す
る
施
設
の
設

計
方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
既
工

認
実
績
の

な
い
手
法
，
条

件
等
に
係

る
確
認
の
う
ち

，
防
潮
堤

の
基
準
津

波
に
よ
る
遡
上

波
の
到
達

又
は
流
入
の
防

止
，
及
び

鋼
製
防
護
壁
の

止
水
性
を

保
持
す
る
設
計

に
変
更
が

な
い
こ

と
を
確
認
し
た

。
【
⑥

ａ
,ｂ

】

そ
の
他

発
電
用
原
子
炉

の
附
属
施
設

浸
水
防
護

施
設

外
郭
浸

水
防
護
設
備
の
構

造
図

（
第

9-
4
-1
7図

～
第

9-
4
-1
9図

）

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
防
潮

堤
（
鋼
製

防
護
壁
，
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ー
ト
防
潮
壁
及

び
銅
管
杭

鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
防
潮

壁
）
の
構

造
に
変
更
が
な

い
こ
と
か

ら
，
津
波
に
よ

る
損
傷
を

防
止
す
る
設
計

に
変
更
が

な
い
こ

と
を
確
認
し
た

。
【
⑥
ａ

,ｂ
】

Ｖ
-3
-別

添
3-
2
-1
-1
 防

潮
堤
（

鋼
製
防
護
壁
）

の
強
度

計
算
書

1
.
 防

潮
堤
（

鋼
製
防
護
壁
）
の

基
礎
及
び
上
部

構
造
に

関
す
る
強
度
計

算
書

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
既
工

認
実
績
の

な
い
手
法
，
条

件
等
に
係

る
確
認
の
う
ち

，
鋼
製
防

護
壁
が
十

分
な
靭
性
を
有

し
て
い
る

設
計
に
つ
い
て

強
度
計
算

に
変
更
が
な
い

こ
と
を
確

認
し
た
。
【
⑥

ｃ
】

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
６

条
津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】
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３
．
ま

と
め

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
つ
い
て
，
入

力
津
波
に

変
更
が
な
く
，

原
子
炉
建

屋
や
津
波
防
護

対
策
で
防

護
す
る
設
計
方

針
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た

。
・
入
力

津
波
に
対
す
る

津
波
防
護

の
設
計
方
針
に

変
更
が
な

く
，
津
波
防
護

対
策
に
変

更
が
な
い
た
め

，
技
術
基

準
の
適
合
性
に

影
響
を
与

え
な
い
。

・
既
工

事
計
画
で
確
認

さ
れ
た
設

計
を
変
更
す
る

も
の
で
は

な
い
。
ま
た
，

津
波
に
よ

る
損
傷
の
防
止

に
関
す
る

基
本
設
計
方
針

に
つ
い
て

も
変
更
が
な
い

こ
と
か
ら

，
審
査
対
象
条
文
と
な
ら

な
い
。

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
６

条
津
波

に
よ

る
損

傷
の

防
止

】
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

１
．
基

準
適
合
性
の
確

認
範
囲

①
基
本

事
項
に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

設
計
基
準
対
象

施
設
は
，

外
部
か
ら
の
衝

撃
の
う
ち

，
自
然
現
象
に

よ
る
損
傷

の
防
止
に
お
い

て
，
発
電

所
敷
地
で
想
定

さ
れ
る

竜
巻
，
火
山
，

森
林
火
災

等
の
1
0事

象
の

自
然
現
象

（
地
震
及
び
津

波
を
除
く

。
）
並
び
に
発

電
所
敷
地
又
は
そ
の
周
辺

に
お
い
て

想
定
さ
れ

る
爆
発

，
近
隣
工
場
等

の
火
災
等

の
7事

象
の
人
為
事
象
（

故
意
に
よ
る
も

の
を
除
く

。
）
を
選
定
し

，
そ
れ
ら
事
象
に
対
し
て

原
子
炉
施

設
の
安
全
性

を
損
な

わ
な
い
た
め
，

防
護
措
置

等
を
講
じ
る
こ

と
を
記
載

し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-1
 発

電
用
原
子

炉
施
設
に
対
す

る
自
然
現

象
等
に
よ
る
損

傷
の
防
止

に
関
す
る
基
本

方
針
」
（
1～

10
頁
参
照
）

「
補
足

-
5 
【

原
子
炉
建
屋
換
気

系
（
ダ
ク
ト
）

放
射
線
モ

ニ
タ
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】

参
照
」

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

地
震
及
び
津
波

を
含
む
自

然
現
象
の
組
合

せ
や
設
計

基
準
事
故
と
自

然
現
象
と

の
荷
重
の
組
合

せ
を
考
慮

し
た
設
計
と
す

る
こ
と

を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-1

発
電
用
原
子

炉
施
設
に
対
す

る
自
然
現

象
等
に
よ
る
損

傷
の
防
止

に
関
す
る
基
本

方
針
」
（
1
,1
0,
1
1,
13
頁

参
照
）

「
補
足

-
5 
【

原
子
炉
建
屋
換
気

系
（
ダ
ク
ト
）

放
射
線
モ

ニ
タ
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】

参
照
」

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

安
全
重
要
度
分

類
指
針
に

規
定
さ
れ
る
ク

ラ
ス
１
，

ク
ラ
ス
２
及
び

安
全
評
価

上
そ
の
機
能
に

期
待
す
る

ク
ラ
ス
３
に
属

す
る
構

築
物
，
系
統
及

び
機
器
を

，
外
部
か
ら
の

衝
撃
よ
り

防
護
す
べ
き
施

設
（
以
下

「
外
部
事
象
防

護
対
象
施
設
」
と
い
う
。

）
と
設
定

し
，
外
部

事
象
防

護
対
象
施
設
の

防
護
設
計

に
つ
い
て
は
，

外
部
か
ら

の
衝
撃
に
よ
り

外
部
事
象

防
護
対
象
施
設

に
波
及
的
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の

あ
る
外
部

事
象
防

護
対
象
施
設
以

外
の
施
設

（
以
下
「
外
部

事
象
防
護

対
象
施
設
に
影

響
を
及
ぼ

し
得
る
施
設
」

と
い
う
。
）
も
考
慮
し
た

設
計
と
す

る
こ
と
を

記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-1
 発

電
用
原
子

炉
施
設
に
対
す

る
自
然
現

象
等
に
よ
る
損

傷
の
防
止

に
関
す
る
基
本

方
針
（

2,
3頁

参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-2
 防

護
対
象
施

設
の
範
囲
」
（

1～
3頁

参
照
）

「
補
足

-
5 
【

原
子
炉
建
屋
換
気

系
（
ダ
ク
ト
）

放
射
線
モ

ニ
タ
改
造
工
事

の
概
要
に

つ
い
て
】

参
照
」

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添4-1

補足－１　添付書類４

127



原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

②
竜
巻

に
対
す
る
設
計

方
針
に
つ

い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

荷
重
に
よ
る
影

響
に
つ
い

て
は
以
下
の
通

り
の
設
計

方
針
を
記
載
し

て
い
る
。

ア
．
風

圧
力
及
び
気
圧

差
に
よ
る

荷
重
並
び
に
設

計
飛
来
物

に
よ
る
衝
撃
荷

重
を
組
合

せ
た
設
計
竜
巻

荷
重
に
加
え
，
運
転
時
の

荷
重
等
を

適
切
に
組

合
せ
，

日
本
機
械
学
会

「
発
電
用

原
子
力
設
備
規

格
設
計

・
建
設
規
格
」

（
以
下
「

設
計
・
建
設
規

格
」
と
い

う
。
）
及
び
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｇ

46
0
1等

に
基
づ

き
，
外
部
事
象

防
護
対
象

施
設
及
び
外
部

事
象
防
護

対
象
施
設
に
影

響
を
及
ぼ

し
得
る
施
設
並

び
に
外
部

事
象
防
護
対
象

施
設
を
内

包
す

る
建
屋

（
以
下
「
外
部

事
象
防
護

対
象
施
設
等
」

と
い
う
。

）
の
強
度
設
計

を
適
切
に

実
施
す
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る
。

イ
．
隣

接
事
業
所
の
う

ち
必
要
な

措
置
を
講
じ
た

場
所
以
外

か
ら
，
設
計
飛

来
物
よ
り

運
動
エ
ネ
ル
ギ

ー
又
は
貫
通
力
が
大
き
く

な
る
飛
来

物
が
想
定

さ
れ
る

揚
合
に
は
，
当

該
飛
来
物

に
よ
る
衝
撃
荷

重
に
対
し

，
外
部
事
象
防

護
対
象
施

設
等
の
構
造
健

全
性
を
確

保
す
る
設
計
等

と
す
る
こ

と
を

記
載
し

て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
3
-1

竜
巻
へ
の
配

慮
に
関
す
る
基

本
方
針
」

（
1～

3
,6
頁
参

照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
3
-2
 竜

巻
の
影
響

を
考
慮
す
る
施

設
及
び
固

縛
対
象
物
の
選

定
」
（

2～
4頁

参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
3
-3
 竜

巻
防
護
に

関
す
る
施
設
の

設
計
方
針

」
（
7
～
1
0,
13
,
14
,
23
,2
4
,2
6～

28
頁
参

照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

竜
巻
随
伴
事
象

と
し
て
，

過
去
の
竜
巻
被

害
の
状
況

及
び
発
電
所
に

お
け
る
施

設
の
配
置
か
ら

火
災
，
溢

水
，
外
部
電
源

喪
失
を

想
定
し
，
外
部

事
象
防
護

対
象
施
設
の
安

全
機
能
が

損
な
わ
れ
な
い

こ
と
を
記

載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
3
-1

竜
巻
へ
の
配

慮
に
関
す
る
基

本
方
針
」

（
1
,2
,
4頁

参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
3
-2
 竜

巻
の
影
響

を
考
慮
す
る
施

設
及
び
固

縛
対
象
物
の
選

定
」
（

5頁
参
照

）
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
3
-3
 竜

巻
防
護
に

関
す
る
施
設
の

設
計
方
針

」
（
1
9頁

参
照

）
今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添4-2
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

③
火
山

の
影
響
に
対
す

る
設
計
方

針
に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

火
山
に
よ
る
影

響
の
う
ち

，
荷
重
に
よ
る

影
響
に
関

し
て
は
，
降
下

火
砕
物
及

び
そ
の
他
自
然

現
象
に
よ

る
荷
重
，
運
転

時
の
荷

重
等
を
適
切
に

組
合
せ
，

設
計
・
建
設
規

格
及
び
Ｊ

Ｅ
Ａ
Ｇ

46
01
等

に
基
づ
き

，
外
部
事
象
防

護
対
象
施
設
等
の
強
度
設

計
を
適
切

に
実
施
す

る
こ
と

を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
4
-1

火
山
へ
の
配

慮
に
関
す
る
基

本
方
針
」

（
1
,2
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
4
-2
 降

下
火
砕
物

の
影
響
を
考
慮

す
る
施
設

の
選
定
」
（

1,
3頁

参
照

）
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
4
-3
 降

下
火
砕
物

の
影
響
を
考
慮

す
る
施
設

の
設
計
方
針
」

（
3
,
4,
8～

10
,1
2
,2
2,
24
頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

火
山
に
よ
る
影

響
の
う
ち

，
腐
食
に
よ
る

影
響
に
関

し
て
は
，
耐
食

性
を
有
す

る
材
料
を
使
用

す
る
こ
と

又
は
直
接
降
下

火
砕
物

と
接
し
な
い
よ

う
に
す
る

た
め
に
塗
装
を

実
施
す
る

こ
と
な
ど
に
よ

り
，
外
部

事
象
防
護
対
象

施
設
等
及
び
防
護
対
策
施

設
が
短
期

間
で
腐
食

し
な
い

設
計
と
し
て
い

る
こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
4
-1
 火

山
へ
の
配

慮
に
関
す
る
基

本
方
針
」

（
1
,2
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
4
-2
 降

下
火
砕
物

の
影
響
を
考
慮

す
る
施
設

の
選
定
」
（

1,
3頁

参
照

）
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
4
-3
 降

下
火
砕
物

の
影
響
を
考
慮

す
る
施
設

の
設
計
方
針
」

（
5
,
8,
17
,
18
,2
0
,2
9,
34
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添4-3
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

④
外
部

火
災
に
対
す
る

設
計
方
針

に
つ
い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

外
部
火
災
か
ら

防
護
す
べ

き
施
設
（
以
下

「
外
部
火

災
防
護
対
象
施

設
」
と
い

う
。
）
と
し
て

，
外
部
事

象
防
護
対
象
施

設
の
中

か
ら
，
そ
の
安

全
機
能
と

外
部
火
災
の
起

因
と
な
る

事
象
と
の
関
係

を
踏
ま
え

，
適
切
に
抽
出

す
る
こ
と
を
記
載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-1

外
部
火
災
へ

の
配
慮
に
関
す

る
基
本
方

針
」
（

1,
2頁

参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-2
 外

部
火
災
の

影
響
を
考
慮
す

る
施
設
の

選
定
」
（

1頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

発
電
所
敷
地
内

の
火
災
源

に
対
し
て
，
そ

れ
ぞ
れ
以

下
の
通
り
の
設

計
と
し
て

い
る
こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

ア
．
森

林
火
災
か
ら
の

影
響
に
つ

い
て
は
，
外
部

火
災
防
護

対
象
施
設
へ
の

熱
的
影
響

が
最
大
と
な
る

火
災
を
想
定
し
，
火
災
源

と
外
部
火

災
防
護
対

象
施
設

の
離
隔
距
離
が

危
険
距
離

（
火
災
の
延
焼

防
止
に
必

要
な
距
離
で
あ

り
，
外
部

火
災
防
護
対
象

施
設
を
内

包
す
る
建
屋
又

は
外
部
火

災
防

護
対
象

施
設
が
許
容
温

度
と
な
る

距
離
を
い
う
。

）
を
上
回

る
設
計
と
す
る

こ
と
を
記

載
し
て
い
る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-1
 外

部
火
災
へ

の
配
慮
に
関
す

る
基
本
方

針
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-3
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
の
基
本

方
針
」
（

1～
3
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-4
 外

部
火
災
防

護
に
関
す
る
許

容
温
度
設

定
根
拠
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-6
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
条
件
及

び
評
価
結
果
」

（
1
,
2,
47
,
50
頁

参
照
）

イ
．
森

林
火
災
以
外
の

火
災
（
敷

地
内
の
危
険
物

貯
蔵
施
設

等
の
火
災
，
航

空
機
墜
落

に
よ
る
火
災
等

）
に
つ
い
て
は
，
外
部
火

災
防
護
対

象
施
設
へ

の
熱
的

影
響
が
最
大
と

な
る
火
災

を
想
定
し
，
当

該
火
災
の

発
生
時
に
お
い

て
も
，
外

部
火
災
防
護
対

象
施
設
を

内
包
す
る
建
屋

又
は
外
部

火
災

防
護
対

象
施
設
の
温
度

が
許
容
温

度
を
満
足
す
る

設
計
と
す

る
こ
と
を
記
載

し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-1
 外

部
火
災
へ

の
配
慮
に
関
す

る
基
本
方

針
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-3
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
の
基
本

方
針
」
（

1～
3
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-4
 外

部
火
災
防

護
に
関
す
る
許

容
温
度
設

定
根
拠
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-6
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
条
件
及

び
評
価
結
果
」

（
5
,
14
,1
5
,2
1,
4
7,
48
,5
1
,5
2頁

参
照
）

補1-添4-4
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

ウ
．
爆

発
に
つ
い
て
は

，
ガ
ス
爆

発
の
爆
風
圧
が

O
.0
1
MP
aと

な
る

危
険
限
界
距
離
を

算
出
し
，
そ
の

危
険
限
界
距
難
を
上
回
る

離
隔
距
離

を
確
保
す
る

設
計
と

す
る
こ
と
を
記

載
し
て
い

る
。

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-1

外
部
火
災
へ

の
配
慮
に
関
す

る
基
本
方

針
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-3
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
の
基
本

方
針
」
（

1～
3
頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-4
 外

部
火
災
防

護
に
関
す
る
許

容
温
度
設

定
根
拠
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-6
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
条
件
及

び
評
価
結
果
」

（
1
3頁

参
照
）

ｃ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

発
電
所
敷
地
外

の
火
災
源

（
近
隣
の
産
業

施
設
の
火

災
・
爆
発
等
）

か
ら
の
影

響
に
つ
い
て
は

，
発
電
所

敷
地
外

10
km
以

内
の
範

囲
に
お
い
て
石

油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
施
設
は

な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い

る
こ
と
，

ま
た
，
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
施
設
以
外
の

危
険
物
貯

蔵
施
設
，

燃
料
輸

送
車
両
等
の
火

災
源
に
対

し
て
は
，
外
部

火
災
防
護

対
象
施
設
と
の

離
隔
距
離

が
危
険
距
離
及

び
危
険
限
界
距
離
を
上
回

る
設
計
と

し
て
い
る

こ
と
を

記
載
し
て
い
る

。
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-1
 外

部
火
災
へ

の
配
慮
に
関
す

る
基
本
方

針
」
（

1頁
参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-3
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
の
基
本

方
針
」
（

2,
3頁

参
照
）

「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
5
-6
 外

部
火
災
防

護
に
お
け
る
評

価
条
件
及

び
評
価
結
果
」

（
2
2
,2
4,
2
5,
28
～
3
0,
33
～
3
7
,3
9,
4
2,
45
,
46
,4
9,
5
0,
5
3～

5
7頁

参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添4-5
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

⑤
そ
の

他
自
然
現
象
（

地
震
及
び

津
波
を
除
く
。

）
及
び
人

為
事
象
（
故
意

に
よ
る
も

の
を
除
く
。
）

に
対
す
る

設
計
方
針
に
つ

い
て

ａ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

自
然
現
象
に
関

し
て
は
，

風
（
台
風
）
，

凍
結
，
降

水
，
積
雪
，
落

雷
，
生
物

学
的
事
象
及
び

高
潮
の

7事
象
に

つ
い
て
，

建
築
基

準
法
及
び
過
去

の
観
測
記

録
等
を
踏
ま
え

，
そ
の
影

響
か
ら
外
部
事

象
防
護
対

象
施
設
を
適
切

に
防
護
す
る
設
計
と
し
て

い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る

。
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-1
 発

電
用
原
子

炉
施
設
に
対
す

る
自
然
現

象
等
に
よ
る
損

傷
の
防
止

に
関
す
る
基
本

方
針
」
（
5～

7頁
参
照
）

ｂ
．
既

工
事
計
画
に
お
い
て
は
，

人
為
事
象
（
故

意
に
よ
る

も
の
を
除
く
。

）
に
関
し

て
は
，
船
舶
の

衝
突
に
つ

い
て
海
水
呑
口

広
さ
の
考

慮
等
に
よ
り
，

電
磁
的

障
害
に
つ
い
て

鋼
製
筐
体

や
金
属
シ
ー
ル

ド
付
ケ
ー

ブ
ル
の
適
用
に

よ
る
電
磁

波
侵
入
防
止
対

策
等
に
よ
り
，
ま
た
，
飛

来
物
（
航

空
機
落

下
）
に

つ
い
て
発
電
所

周
辺
の
状

況
等
を
踏
ま
え

，
そ
の
影

響
か
ら
外
部
事

象
防
護
対

象
施
設
を
適
切

に
防
護
す
る
設
計
と
し
て

い
る
こ
と

を
記
載
し

て
い
る

。
「
Ⅴ

-1
-
1-
2-
1
-1
 発

電
用
原
子

炉
施
設
に
対
す

る
自
然
現

象
等
に
よ
る
損

傷
の
防
止

に
関
す
る
基
本

方
針
」
（
7～

10
頁
参
照
）

今
回
の

変
更
認
可
申
請

に
伴
い
，

上
記
の
設
計
に

変
更
が
な

い
こ
と
を
確
認

す
る
。

補1-添4-6
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

補
足

-5
【
原
子
炉
建
屋

換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射

線
モ
ニ

タ
改
造
工
事
の

概
要
に
つ
い
て
】

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
外
部

事
象
防
護

対
象
施
設
で
あ

る
原
子
炉

建
屋
や
防
護
対

策
施
設
で

防
護
す
る

設
計
方
針
に
変

更
が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
①

】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
1-
1
発
電
用
原
子
炉

施
設
に
対
す
る

自
然
現

象
等
に
よ
る
損

傷
の
防
止
に
関
す
る
基
本

方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
対
象

設
備
の
設

置
場
所
が
原
子

炉
建
屋
内

部
か
ら
変
更
が

な
く
，
想

定
さ
れ
る

自
然
現
象
や
人

為
事
象
に

変
更
が
な
い
た

め
，
外
部

か
ら
の
衝
撃
に

よ
る
損
傷

の
防
止
に
係
る

設
計
に
変

更
が
な

い
こ
と
を
確
認

し
た
。
【

①
,⑤

】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
1-
2
防
護
対
象
施
設

の
範
囲

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
系
統

構
成
に
変

更
が
な
く
，
外

部
か
ら
の

衝
撃
よ
り
防
護

す
べ
き
施

設
に
変
更

が
な
い
こ
と
を

確
認
し
た

。
【
①
ｃ
】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
3-
1
竜
巻
へ
の
配
慮

に
関
す
る
基
本

方
針

Ⅴ
-1
-1
-
2-
3-
2
竜
巻
の
影
響
を

考
慮
す
る
施
設

及
び
固

縛
対
象
物
の
選

定

Ⅴ
-1
-1
-
2-
3-
3
竜
巻
防
護
に
関

す
る
施
設
の
設

計
方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
対
象

設
備
の
設

置
場
所
が
原
子

炉
建
屋
内

部
か
ら
変
更
が

な
い
た
め

，
原
子
炉

建
屋
及
び
防
護

対
策
施
設

に
て
防
護
す
る

方
針
に
変

更
が
な
く
，
竜

巻
防
護
に

関
す
る
設
計
方

針
に
変
更

が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
②

】

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

２
．
確

認
結
果
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確
認
図
書

名
確

認
結
果

Ⅴ
-1
-1
-
2-
4-
1
火
山
へ
の
配
慮

に
関
す
る
基
本

方
針

Ⅴ
-1
-1
-
2-
4-
2
降
下
火
砕
物
の

影
響
を
考
慮
す

る
施
設

の
選
定

Ⅴ
-1
-1
-
2-
4-
3
降
下
火
砕
物
の

影
響
を
考
慮
す

る
施
設

の
設
計
方
針

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
対
象

設
備
の
設

置
場
所
が
原
子

炉
建
屋
内

部
か
ら
変
更
が

な
い
た
め

，
原
子
炉

建
屋
に
て
防
護

す
る
方
針

に
変
更
が
な
く

，
降
下
火

砕
物
の
影
響
を

考
慮
す
る

施
設
の
設
計
方

針
に
変
更

が
な
い

こ
と
を
確
認
し

た
。
【
③

】

Ⅴ
-1
-1
-
2-
5-
1
外
部
火
災
へ
の

配
慮
に
関
す
る

基
本
方

針

Ⅴ
-1
-1
-
2-
5-
2
外
部
火
災
の
影

響
を
考
慮
す
る

施
設
の

選
定

Ⅴ
-1
-1
-
2-
5-
3
外
部
火
災
防
護

に
お
け
る
評
価

の
基
本

方
針

Ⅴ
-1
-1
-
2-
5-
4
外
部
火
災
防
護

に
関
す
る
許
容

温
度
設

定
根
拠

Ⅴ
-1
-1
-
2-
5-
6
外
部
火
災
防
護

に
お
け
る
評
価

条
件
及

び
評
価
結
果

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
よ
り
，
対
象

設
備
の
設

置
場
所
が
原
子

炉
建
屋
内

部
か
ら
変
更
が

な
い
た
め

，
原
子
炉

建
屋
に
て
防
護

す
る
方
針

に
変
更
が
な
く

，
外
部
火

災
防
護
に
お
け

る
設
計
方

針
に
変
更
が
な

い
こ
と
を

確
認
し

た
。
【
④
】

原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】
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原
子
炉
建
屋
換
気
系
（
ダ
ク
ト
）
放
射
線
モ
ニ
タ
の
変
更
認
可
申
請
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

【
第
７

条
外
部

か
ら

の
衝

撃
に

よ
る

損
傷

の
防

止
】

３
．
ま

と
め

・
今
回

の
放
射
線
モ
ニ

タ
の
改
造

に
つ
い
て
，
外

部
事
象
防

護
対
象
施
設
で

あ
る
原
子

炉
建
屋
や
防
護

対
策
施
設

で
防
護
す
る
設

計
方
針
に

変
更
が
な
い
こ

と
を
確
認

し
た
。

・
外
部

か
ら
の
衝
撃
に

よ
る
損
傷

の
防
止
に
係
る

設
計
方
針

に
変
更
の
な
い

こ
と
か
ら

，
竜
巻
，
火
山

，
森
林
火

災
等
の
10
事
象

の
自
然
事

象
（
地
震
及
び

津
波
を
除

く
。
）
並
び
に
発
電
所
敷

地
又
は
そ
の
周

辺
に
お
い

て
想
定
さ
れ
る

爆
発
，
近

隣
工
場
等
の
火

災
等
の

7事
象
の

人
為
事
象
に
対
す

る
設
計
方
針
に

変
更
が
な

い
た
め
，
技
術
基
準
の
適

合
性
に
影
響
を

与
え
な
い

。
・
既
工

事
計
画
で
確
認

さ
れ
た
設

計
を
変
更
す
る

も
の
で
は

な
い
。
ま
た
，

外
部
か
ら

の
衝
撃
に
よ
る

損
傷
の
防

止
に
関
す
る
基

本
設
計
方

針
に
つ
い
て
も

変
更
が
な

い
こ
と
か
ら
，
審
査
対
象

条
文
と
な
ら
な

い
。
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